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懸
仏 

昭
和
45
年
４
月
１
日
指
定 

 

下
津
田
八
幡
神
社
は
、『
国
郡
志
下
調
べ
書
出
帳 

下
津
田
村
』
に
よ
る

と
、「
下
津
田
上
津
田
両
村
産
土

う
ぶ
す
な

神 が
み

で
、
祭
神
は
仲
哀
天
皇
・
神
功
皇
后
・

応
神
天
皇
。
玉
殿
に
は
、
阿
弥
陀
・
十
一
面
観
音
・
勢
至
の
木
像
御
座
候
」

と
あ
り
、
か
つ
て
の
神
仏
習
合
の
様
子
が
み
ら
れ
る
神
社
で
す
。
そ
し
て
、

「
御
正
体
（
懸
仏
）
大
（
九
寸
丸
）
４
個
、
小
（
五
寸
丸
）
５
個
」
と
記

さ
れ
て
い
ま
す
が
、
現
在
は
、
大
１
個
（
大
破
）
と
小
が
５
個
が
残
っ
て

い
ま
す
。 

こ
の
懸
仏
は
、「
三
谿
郡
（
三
次
市
）
有
原 

村
城
主
大
江
朝
臣
元
教
」
が
、
永
禄
９
年 

（
一
五
六
六
）
と
天
正
２
年
（
一
五
七
四
） 

の
二
度
に
わ
た
っ
て
、
軍
中
の
守
護
神
と
し 

て
奉
納
し
た
こ
と
が
、
懸
仏
の
背
面
に
記
さ 

れ
た
墨
書
に
よ
っ
て
わ
か
り
ま
す
。 

五
寸
丸
の
懸
仏
は
、
径
15

cm
の
円
形
の
木 

板
に
銅
の
延
金
を
張
っ
て
、
中
央
に
仏
像
、 

左
右
に
水
瓶
、
献
花
な
ど
を
つ
け
て
い
る
。 

紐
で
吊
る
す
よ
う
に
し
て
あ
る
た
め
「
懸
仏
」 

と
い
い
、
懸
仏
の
裏
面
に
は
、
仏
像
を
あ
ら 

わ
す
梵
字
の
下
に
、
奉
納
者
の
名
前
や
年
月 

な
ど
が
墨
書
さ
れ
て
い
ま
す
。 

大
の
方
の
懸
仏
は
、
小
の
方
よ
り
や
や
時 

代
が
古
い
の
で
す
が
、
本
尊
が
欠
失
し
て
い 

る
の
が
惜
し
ま
れ
ま
す
。 
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こ
の
版
木
は
、
木
製
で
、
大
き
さ
は
縦
25

cm
、 

横
30

cm
、
厚
さ
３
cm
。

向
か
っ
て
右
に
「
牛 ご

玉 お
う

宝 ほ
う

」、
宝
珠

ほ
う
じ
ゅ

の
印
、
そ
し
て
向
か
っ
て
左
側
に
「
廣

福
寺
」
と
浮
き
彫
り
に
し
て
あ
り
ま
す
。
牛
王
宝
印
の
札
は
竹
や
柳
の
枝

に
は
さ
ん
で
、
田
の
蟲 む

し

除 よ

け
に
し
た
り
、
作
物
の
豊
穣
を
祈
っ
た
り
す
る

た
め
に
頒
布

は

ん

ぷ

し
た
も
の
で
、
山
伏
な
ど
の
修
験
者
が
盛
ん
に
印
刷
を
行
っ

た
も
の
で
す
。
こ
の
広
福
寺
と
銘
を
付
し
た
牛
玉
宝
印
版
木
は
、
中
世
熊

野
三
山
の
御
師
先

お

し

せ

ん

達 だ
つ

（
山
伏
）
が
盛
ん
に
作
成
頒
布
し
た
と
同
様
の
事
が
、

広
福
寺
で
も
行
わ
れ
て
い
た
こ
と
を
証
明
す
る
も
の
で
、
民
俗
学
的
に
も

貴
重
な
資
料
で
す
。
ま
た
、「
備
後
国
重 し

げ

永

庄

な
が
の
し
ょ
う

先 せ
ん

達 だ
つ

道
者

ど
う
じ
ゃ

宿
坊

し
ゅ
く
ぼ
う

願
文

が
ん
も
ん

」

に
よ
る
と
、
隣
接
す
る
同
郡
の 

重
永
で
も
熊
野
信
仰
に
基
づ
く 

御
師
先
達
が
活
動
し
て
い
た
こ 

と
が
わ
か
っ
て
い
ま
す
。 

な
お
、
こ
の
資
料
の
年
代
を 

考
え
る
上
で
、
黒
渕
の
永
禄
４ 

年
銘
の
「
三
仏
寺
版
木
」
の
形 

が
こ
の
資
料
と
似
て
い
る
こ
と 

か
ら
、
同
じ
く
戦
国
時
代
の
永 

禄
頃
（
一
五
五
八
～
一
五
七
〇
） 

の
版
木
と
推
定
さ
れ
て
い
ま
す
。 

 


